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すこやかなくらし なかまづくり ボランティア活動



勤
争
え
電
あ
逸
り

△
イ
Ｆ声庄

倉
　
一二裸
子

去
る
令
和

３
年
度
も
、
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
ま
る
こ
と
も

な
く
、
生
活
が
大
き
く
左
右
さ
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

南
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
、
こ
う
し
た
環
境
の

中
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
最
大
限
活
動

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
目
標
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

み
ん
な
で
元
気
Ｈ

・
健
康
づ
く
り

（
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
よ
う
）

コ
ロ
ナ
禍
で
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
閉
じ
こ
も
り
や
運

動
不
足
に
よ
る
体
力
低
下
で

，
。
徹
底
し
た
姑
策
を
呼

び
か
け
て
、健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
友
愛
活
動

（ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
）

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
同
世
代
同
士
の

支
え
合
い
で
す
。
外
出
機
会
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
者

の
孤
立
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
集
い
の
場
づ
く
り
な
ど

交
流
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
交
流

・
地
域
活
動

（
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
が
力
に
な
る
）

子
ど
も
た
ち
の
生
活
も
徐
々
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
世
代
間

交
流
や
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
一
人
で
で
き
る
活
動

（み
ん
な
で
取
り
組
も
う
）

花
を
育
て
る
、
塗
り
絵
を
す
る
、
一ヱ
ン
オ
体
操
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
た
め
に
も

日
標
を
作
り
、　
一
人
で
も
多
く
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
も
南
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
の
目
標
で
あ

る

「健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域

の
支
え
合
い
」
を
念
頭
に
、
社
会
的
に
関
わ
り
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
た
活
動
が
必
要
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

″利
符
旨
貝

（令
和
４
年
度
）

会
　
　
　
長

庄
倉
三
保
子

副
　
会
　
長

原
　
　
和
正

″
　

　

垂
水
　
英
俊

″
　

　

小
倉
　
栄
子

顧
　
　
　
問

安
達
　
幸
男

監
　
　
　
事

井
上
　
　
武

″
　

　

佐
伯
　
　
稔

理

　

孔

拶

践

霧

）

総
務
委
員
長

野
口
　
賢
治

保
健
体
育
委
員
長
　
★
篠
然
　
薔
ネ
一

文

教

委

員

長

潮

　
　
昭

弘

（新
）

女
性
委
員
長

小
倉
　
栄
子

若
手
委
員
長

細
川
　
民
治

会
　
　
　
計
　
野
口
　
昭
男

事

務

局

長

垂
水
　
英
俊
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会長 岡 田 久 男

このたび、「高姫ときわ会」を再

編成 し、本年度から新生スター ト

しました。

何年か前、町老人クラブ連合会

から脱退 していましたが、再加入

させていただくことになりました。

私自身、孫からの「お爺ちゃん」

という呼びかけにはまだ少し違和

感を覚えますが、高齢者の仲間と

して老人クラブの活動を盛り上げ、

支えていきたいと考えています。

発足の人数は21名 ですが、でき

るだけの参加を募 り、輪を広げて

いきたいと思います。

高姫に生まれ、また嫁ぎ、本当

に良かったと実感できるような活

動を展開し、皆様と共に地元に貢

献 し、共に支え合い、ゆったりと

した楽しい時間を共有 したいと考

えているところです。

「高姫ときわ会」を宜しくご指導・

ご鞭撻のほどお願いします。

ご挨拶

高姫ときわ会
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単位クラブ活動報告

宮前一区老人クラブ  垂  水  英  俊

今年度初の事業として、講演会とレクレーシ

ョンを併せて行いました。(5月 24日 )

1.高齢者の運転免許更新の改正点について

米子警察署のシルバエインス トラクターの木

島和彦さんをお迎えして今年 5月 13日 より施行

された内容を説明していただきました。

2=免許返納の特典について

町民生活課の宇田職員から説明を受けました。

3.黄色のバスの今後のありかたについて

企画政策課の亀尾課長補佐より説明を受けま

した。

令和 2年度の利用者は 1万人。 3年度は6千
人で40%減った。その理由として、電話での予

約が面倒、バス停が遠い、などが考えられる。
このため、今年の秋頃にバス停を増やしたり、

1時間前の電話予約をなくしたり、また、時刻

表をなくしたりなど検討している。

4.レクレーション(スカットボーザレ、ダ…ツ)

社会福祉協議会の池田さんの指導のもとで楽
しく過ごしました。

令和 4年度

南部町老人クラブ連合会

会 長 表 彰
令和 4年 4月 28日  ィ

(個人表彰) (5名 ・敬称略)

0永年にわたり当会の発展に功績のあった方々を表彰
しています。

東西町第一万寿会

F長谷川 忠 実

東西町の老人クラブ (万寿会)

に入ってすでに10年ばかりが過ぎ

ました。

表彰を受ける程のことは何もし

ていないように思いますが、入会

当初から、自分が何か一つでもで

きることがあるならそれをやって

いきたいと思っています。

皆が少しずつ自分のできること

をやっていけば、幸せを感じる時

間ができるような気がします。

ウイズコロナの時代を、無理し

ないで、あせらずのんびりと生き

ていきたいと思います。

ありがと
,|ギデいます。
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所  属 氏  名

宮前一区老人クラブ
せ   と

瀬  戸
おさむ

修

東 西 町 第 一 万 寿 会
は   せ  がわ  ただ  み

長 谷 ,H忠 実

東 西 町第 一万 寿 会
おか

岡
の

野
かず

禾口

み

美

東 西 町 第 二 万 寿 会
ひ ら しん   fよ る   ゆき

平  新  治 行

大 国 尚 寿 会
た ご さ よ こ

田 子 小 夜 子

違反歴のない人

70～ 74歳 :こ れまでどおり

75歳 以上 :認知機能検査が加わる

一定の違反歴の人

運転技能検査を受け合格し、認知機能検査を受

けますが、実車指導を受ける必要はない

主な一定の違反

①信号無視 ②追い越し違反 ③速度超過
④横断歩行者等妨害 ⑤携帯電話使用等 受賞者を代表して



(協力)南部町社会福祉協議会

さわやか すこやか 心豊かな長寿社会

令和 4年 6月 17日 (金)ふ るさと交流センター

梅雨の晴れ間 真夏日にもめげず

◆ (グラウンド・ゴルフ)

参加16チーム(1チーム5名 )

上位、僅差で競り合い

◆ (カローリング)

今年も取り止め

[ホールインワン総数」 17(全チーム総計)

課長

前田 かおり

主事

聡太

健
康
福
祉
課
だ
よ
り
棄

中

令
和
４
年
４
月
か
ら
健
康
福
祉
課
長
を

拝
命
し
て
お
り
ま
す
、
前
日
と
申
し
ま
す
。

ま
た
異
動
に
伴
い
、
唯
が
老
人
ク
ラ
ブ
担

当
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
み
な
さ

ま
の
活
動
の
お
手
伝
い
を
通
じ
て
、
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ギ

・

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
十
分
に
行

え
な

い
と

い
う
こ
と
も
伺

っ
て
お
り
ま

す
。
南
部
町
で
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
申
請
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、́

密
か
に
フ
レ
イ
ル
が
進
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

南
部
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、

７
月
中
旬
よ
り
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
ご
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。
最
近
で
は

感
染
も
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
・

み
な
さ
ま
に
は
、
感
染
予
防
を
し
つ
つ

活
動
を
再
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
１
０
０
歳
体
操

に
参
加
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

繊
唯

4

令和4年度健康スポーツ大会

優 勝 天津第一百寿会 A鬱1鰤 )

準優勝 天津第二百寿会 B ρl朗 )

第三位 池野あじさい会 A骸22打 )



特

別

寄

稿

　

南
部
饗

陶

山

清

孝

夜
明
け
間
近
、
大
山
２
月
口
あ
た
り
か
ら
空

を
少
し
ず

つ
杏
色
に
染
め
る
時
間
帯
が
い
い
で

ね
。
特
に
、
水
田
に
水
を
張

っ
た

「
代
満
」

の

頃
が
最
高
で
す
。
ピ
リ
ッ
と
引
き
締
ま

っ
た
空

気
と
、
光

の
色
が
刻
々
と
姿
を
変
え
な
が
ら
、

「勝
」
の
字
を
当
て
た
六
寺

の
こ
と
で
す
ね
。
六
寺
の
中
で
も
法
勝

寺
は
特
に
隆
盛
だ

っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
と
す
ぐ
に
お
答
え
に

な
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、
す
ご

い
知
識
と
見
識
を
お
持
ち
だ
と

感
激

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
お
話

の
ネ
タ
は
、
掛
相

の
故
入
口
容

さ
ん
が
法
勝
寺
の
由
来
を
調
べ
ら
れ
、
「陶
山
さ
ん
、
読
ん
で
ご
し

な

い
」
と
上
梓
さ
れ
た
本
を

い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
。
こ
こ
に
も

ご
縁
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
入
口
さ
ん
が
お
調
べ
に
な

っ
た

「
伯

者
回
法
勝
寺
地
名

の
由
来
」
は
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
揮
墓

い
た
だ

い
た
文
字
は
、
桜
と
蛍
。
前
回
が
里
と
豊

で
し
た
の
で
、
里
山
景
色

の
中
に
桜
と
蛍

の
豊
か
な
文
化
を
大
切

に
す
る
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
表
す
四
文
字
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

結
び
に
、
森
貫
主
様

の
師
匠
で
あ
る
大
西
良
慶
和
上
様

の

一
首

を
。
ご
講
演
で
森
貫
主
様
は
受
け
皿
で
あ
る

「
心
」
を
磨
き
な
さ

い
と
お

つ
し
や
ら
れ
ま
し
た
。

磨
か
れ
た
受
け
皿
が
あ
れ
ば
、

池
に
も
田
ん
ぼ
に
も
月
は
美

し
く
映
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
あ
、
受
け
皿
を
磨
き
ま

し
ょ
う
。
合
掌
。

車
の
乗
の
霧
に
も

月
は
や
ど
る
な
り

に
を
み
が
け
童

の
友
人

史
慶
和
上

空
と
水
面
が

一
体
に
な

っ
た
中
に
立

っ
た
時
、
「
生
き
て
い
る
」
と

素
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
の
開
館

一
周
年
を
記
念
し
て
、
京
都
清
水
寺
貫

す
　

　

も
り
せ
い
は
ん

主
　
森
清
範
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「朝
日

が
覚
め
る
こ
と
を
当
た
り
前
に
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
問
わ

れ
ま
し
た
。
確
か
に
、
生
き
て
い
る
の
が
当
た
り
前
。
毎
日
、
朝

を
迎
え
て
起
き
上
が
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
る
我
が
お

り
ま
す
。
人
は
必
ず
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
を
迎
え
る
。
そ

れ
ま
で
は
、
大
い
な
る
力
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。
自
分
を
取
り
巻

く
全
て
の
人
に
感
謝
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
遺
伝
子
工

学
が
ご
専
門
の
、
筑
波
牧
学
村
上
和
雄
先
生
に
よ
る
と
、
人
間
の

体
は
６０
兆
も
の
細
胞
で
成
り
立

っ
て
お
り
、
そ
の
細
胞
が
生
を
受

け
る
と
い
う
の
は
１
億
円
の
宝
く
じ
が
百
万
回
連
続
し
て
当
た
る

ほ
ど
の
確
率
だ
と
お

っ
し
や
つ
て
い
る
そ
う
で
す
。
命
を
授
か
る

と
は
、
ま
さ
に
奇
跡
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

講
演
会
前
日
に
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
法
勝
寺

と
い
う
地
名
の
話
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
に
あ

つ
た

「法
勝
寺
」

の
荘
園
が
そ
の
名
の
出
来
だ
と
聞
い
て
い
る
と
お
話
し
し
た
と
こ

ろ
、
森
貫
主
様
が
平
安
時
代
後
期
に
栄
え
た
京
都
六
勝
寺
と
い
う

京都清水寺 森貫主のご講演から

中］
斜
酬叫叩

ナキ

5

京都・清氷守 嘉 消範 貫ユ

r文 化 講 演 会」

(取材協力)南部田」健康福祉課



◎南部町老人クラブ連合会は、下記14の
「単位クラブ」で構成されています。 側 要箋鷺勢診功連合会

額照靱墓難嬬    鷲

令和4年度 定期総会

健康スポーツ大会 (グラウンド・ゴルフ)

第 1回理事会

老人福祉週間請演会・芸能大会

南部田]健康福祉運動会 (西伯。会見合同)

西部地区高齢者健康運動会 (県老連主催)

老ク連グラウンド・ゴルフ大会

健康ウォーキング大会

第 2回理事会

4月

6月

フ月

9月

10月

10月

11月

3月

28日

17日

14日

29日

22日

25日

10日

24日

9日
池
野
あ
じ
さ
い
会

市
山
コ
ス
モ
ス
会

高
姫
と
き
わ
会

諸
木
い
な
ほ
ク
ラ
ブ

田
住
老
人
ク
ラ
ブ

富
前
二
区
老
人
ク
ラ
ブ

富
前

一
区
老
人
ク
ラ
ブ

単
位
ク
ラ
ブ

雑
賀
　
藤
重

玉
木
　
久
之

岡
田
　
久
男

佐
伯
　
　
稔

福
井
　
顕
雄

新
丼
　
将
司

垂
水
　
英
俊

〈不
　　
Ｆ票

太
字
は
新
任
　
　
　
（再
加
入
）

吉回
姫
と
き
わ
会

編

集

後

記

（謝
辞
）

当
連
合
会
の
活
動
は
、
南
部
町
健
康
福
祉

課
、
同
社
会
福
祉
協
議
会

の
ご
支
援
を

賜

っ
て
お
り
ま
す
。

児
童
と
の

「
ふ
れ
あ

い
」
活
動
に
参
加
し

て
心
の
若
返
り
を
頂
き
ま
す
。
昨
年
、
児
童

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
万
寿
会
も
参
加
し
ま
せ

ん
か
、
と
の
お
誘

い
を
受
け
て
有
志
で
試
行

的
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
万
寿
会
の

「
事
業
計
画
」
に

盛
り
込
ん
で
会
員
に
参
加
要
請
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
少
子
高
齢
化
時
代
で
我
々
も

児
童
達
と
「
ふ
れ
あ
う
」機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
児
童
と
．

ふ
れ
あ

つ
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
今
の
と
こ
ろ
、
会
話
は
そ
う
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
が
若
返

っ
た
気
持
ち
に

な
り
、
何
か
ホ

ッ
コ
リ

・
ワ
ク
ワ
ク
を
感
じ

ま
す
。
児
童
達
か
ら
元
気
を
も
ら
え
た
気
持

ち
が
し
ま
す
。
会
貝
同
士
の
ふ
れ
あ

い
も

い

い
も
の
で
す
が
、
児
童
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い

も
ま
た
新
鮮
で
気
持
ち
が
若
返

っ
て
い
い
も

の
で
す
。

歳
を
か
さ
ね
る
と
、
体
力
、
記
憶
力
、
理

解
力
、
判
断
力
が
低
下
し
が
ち
で
す
が
、
児

童
た
ち
と
の
交
流
で
活
力
と
気
力
が
湧

い
て

き
ま
す
。
ま
た
新
た
な
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
フ
レ
イ
ル

（虚
弱
体
質
）
と
ロ
コ
モ

（運

動
）
の
予
防
と
改
善
の

一
助
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
ま
で
待

っ
て
も

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
望

め
ま
せ
ん
の
で
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ

（共
存
）

で
い
く
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

「
ふ
れ
あ
い
」

の
精
神
で
活
動
の
輪
を
広
げ
、
早
く

コ
ロ
ナ

以
前

の
状
態
に
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

（田
浪
照
雄
）

（編
集
委
員
）
野
口
賢
治
　
岩
田
　
惇

植
田
共
栄
　
一削
田
慣
三

田
浪
照
雄
　
垂
水
英
俊

吉
持
佐
知
子

[上記は情勢により変更になる場合あり]

。上記以外に必要に応じて随時開催

女性委員会

専門部会 (総務、保健体育、文教、若手)

。年間随時 会員加入促進運動の推進

会見地区花壇の管理

女性会員 1人 1枚雑巾運動

。検討中 老ク連役員研修会

女性委員役員研修会

資格 60歳以上の方。

生きがいと仲間づくり、健康づくりを目指して楽しく活動しています。

藝載藝屯曇:誹
会員さんからの投稿をお待ちしています。各クラブの活動紹介、
絵、写真、書、感想文などお寄せください。この広報紙「ふ

れあい」を楽しくしていきましょう。

6

寺
内
赤
猪
岩
ク
ラ
ブ

鴨

部

笑

友

会

大

国

尚

寿

会

天
津
第
二
百
寿
会

天
津
第

一
百
寿
会

東
西
町
第
二
万
寿
会

東
西
町
第

一
万
寿
会

単
位
ク
ラ
ブ

内
田
　
美
計

井
上
　
　
武

前
田
　
慣
三

種
　
　
治
孝

亀
尾
　
公
美

田
浪
　
照
雄

吉
木
　
邦
雄

〈至
　　
重瞑

老ク連 新会員 カロ入呼びかけ

この会報発行にあたり共同募金の助成を受けています。


